
様式２

概要説明書（その１） ※登録№

※登録年月日

※変更登録年月日

開発年月

土木分野 建築分野 （必ず、どちらかを選択してください。）

技術 工法 製品 材料 その他

省人化 省力化 経済性の向上

施工精度の向上 耐久性の向上 安全性の向上

作業環境の向上 周辺環境への影響抑制 地球環境への影響抑制

省資源・省エネルギー 品質の向上 リサイクル性向上

その他 （ ）

単独 共同研究 （ 民・民 民・官 民・学）

公的支援助成等（「Made　in　新潟　新商品調達制度」）の関連の有無

該当の有無 無し 有り Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

新技術の概要（アブストラクト）※検索結果に表示する技術の概要です（全角127文字以内）

新技術の概要

③公共工事のどこに適用できるか？
　節水タイマーは、既設・新設にかかわらず全ての消雪パイプに適用できる。特に、消雪パイプが集中
し、地盤沈下が発生している地域に多く設置することで地盤沈下の抑制効果が期待できる。

k-bandou@kowa-net.co.jp

http://www.kowa-net.co.jp/

E-mail

ホームページＵＲＬ

問合せ先

株式会社　興和

先端技術部

坂東和郎

担当部署

担当者

住　所

②従来はどのような技術で対応していたか？
　節水型消雪パイプには、本製品が行う間欠散水方式を含め、交互散水方式、千鳥散水方式、インバー
ター制御散水方式など数多くの工法が考案されているが、既設の消雪パイプへの導入には制御盤等の
大幅な改修が必要であるため、通常は消雪パイプの新設時の採用に限られていた。

①何について何をする技術か？
　通常の消雪パイプを、一定時間で散水と停止を繰り返す「間欠散水方式節水型消雪パイプ」に変更
し、地下水と電力の節約を図り、地盤沈下防止などの環境問題と、電気料金削減に貢献する技術。特
に、本製品は消雪制御盤内に簡単に取り付けることができるようにコンパクトに設計されており、既設・
新設を問わず全ての消雪パイプに設置することが可能である。

新潟市新光町６番地１

０２５－２８１－８８１０（直通）

０２５－２８１－８８３３

Tel

Fax

消雪パイプの節水・節電を簡単・低コストで実現させる装置。節水による地下水枯渇・地盤沈下防止、節
電による電気代節約、CO2削減などの効果が期待できる。

会社名

コスト縮減・生産性の向上

安全・安心

消雪パイプ　地下水　地盤沈下

株式会社　興和

リサイクル

環境

景観

分　野

18D2006

2006.11.27

2010.3.31

平成16年12月

技術名称

商標名等

消雪パイプ用節水タイマー

気温制御間欠散水装置

公共工事の品質確保・向上

概要説明書

区　分

開発体制
開発会社

開発目標
（複数選択可）

キーワード
（複数選択可）

自由記入

伝統・歴史・文化

mailto:k-bandou@kowa-net.co.jp
http://www.kowa-net.co.jp/


様式２

概要説明書（その２）

※登録№

新技術のアピールポイント（課題解決への有効性）

新規性及び期待される効果

適用条件

適用範囲

留意事項

④適用にあたり、関係する基準及びその引用元
　「散水消雪施設設計施工マニュアル」　散水消雪施設設計施工マニュアル編集委員会、平成12年3月

④その他
　消雪パイプの設計外気温（海岸平野部～内陸平野部-1℃、内陸平野部-2℃、内陸平野部～山間部
-3℃）以下で、節水運転を行うと消雪効果が低下する場合があるので、設計外気温以下では運転パ
ターンが連続散水となるように設定すること。

①設計時
　本製品は、降雪検知器の設置されている消雪パイプに限って取り付けることが可能であるので、その
有無を確認すること。

②施工時
　散水制御を行う気温センサーは、制御盤の下など、雨水や雪片が直接当たらないように設置するこ
と。また、制御温度と散水時間の組み合わせからなる「運転パターン」は、現地の気温と散水延長から
適切に選定すること。
③維持管理時
　節水モードには、自動節水・5割節水・3割節水があるが、推奨は自動節水であるので設定が適正か
確認する。また、ノズル調整などのメンテナンス時には節水機能停止モードを利用する。

技術名称 消雪パイプ用節水タイマー 18D2006

　消雪パイプの散水量は、気温の低い状態に合わせて設計されているため、設計気温より高い状態で
の降雪時には地下水が余計に散水されていることになる。そこで、降雪時の気温をセンサーで判断し、
気温の高い時には散水と散水停止を繰り返す「気温制御による間欠散水方式」の節水型消雪パイプを
考案した。これにより、地下水利用のムダを省くことが可能となる。

①どこに新規性があるのか？（従来技術と比較して何を改善したのか？）
　従来の節水型消雪パイプのうち、降雪の強弱により散水量を変化させる方式のものは、高機能な制
御機器が必要でありコストも掛かる。そこで、本技術では気温センサーと間欠散水タイマーを組み合わ
せた気温制御方式を考案したことで、節水制御機器の大幅な単純化・小型化・低コスト化を図った。

③適用できない範囲
　標高が高いなど、消雪パイプの設置限界に近い地域。

④関係法令等
　地下水採取規制（新潟県生活環境の保全等に関する条例など）

②期待される効果は？（新技術活用のメリットは？）
　既存・新設を問わず、通常の消雪パイプを簡単・安価に節水型消雪パイプに変更することを可能と
し、その節水・節電効果（20～50％節減）は、地下水枯渇及び地盤沈下の低減や防止、電力使用抑制
によるCO2の排出削減につながる。

①自然条件
　気温-10℃以上（節水タイマー作動時）

②現場条件
　全ての散水消雪路線

③技術提供可能地域
　消雪パイプ設置可能地域

①適用可能な範囲
　消雪パイプが設置可能な範囲

②特に効果の高い適用範囲
　降雪時の気温が比較的高い海岸平野部～内陸平野部で効果が高い。



様式２

概要説明書（その３）

※登録№

活用の効果

向上 ( 18 %） 同程度 低下 ( %）

短縮 ( %） 同程度 増加 ( %）

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上消雪パイプ　地下水　地盤沈下同程度 低下

活用の効果の根拠

●新技術の内訳

●従来技術の内訳

※水中ポンプを18.5kW、電力量料金を7.08円/kWとして計算。

　　運転時間は、長岡の気象記録（2003年度）を基に試算。

計

地盤沈下抑制

安全性

施工性

周辺環境への影響

低温時は連続散水する

節水タイマーの設置

工　程

品　質

短時間で取付可能

過剰散水の削減

技術名称 消雪パイプ用節水タイマー 18D2006

比較の根拠活用の効果

20年ランニングコスト

比較する従来技術 通常の消雪パイプをそのまま利用した場合

項目

経済性

従来技術（B) 変化値A/B（％）

基準数量

新技術（A）

1 単位 消雪区間

経済性

工　　程

555,250円

0.13日

項　　目 仕　　様 数量

680,000円

0日

単位
単価
(円)

金額
(円)

82%

0

摘　　　要

年172時間運転(34%節水)

節水タイマー 1 台

電工 0.5 半日で取付、調整可能人

電力使用料
※ 融雪用電力 20 年

あたり20年基準数量：

98,000 98,000

20年 あたり

555,250 20年コスト

14,500 7,250

22,500

基準数量：

450,000

680,000 年260時間運転（節水無し)

項目 仕様 数量 単位
単価
(円)

金額
(円)

摘　　　要

電力使用料
※ 融雪用電力 20 年 34,000

680,000計



様式２

概要説明書（その４）

※登録№

施工単価 歩掛りなし 歩掛りあり（ 標準 ・ 協会 ・ 自社 ）

節水タイマー（本製品） 定価 98,000円

設置工（電工、0.5人） 7,250円

1箇所あたり合計 105,250円

消雪パイプ　地下水　地盤沈下

施工方法

①　消雪制御盤内に節水タイマー本体を取付

②　消雪制御盤外（盤下等）に気温センサーを取付

③　配線

④　運転パターン・節水モード設定

⑤　完了

残された課題と今後の開発計画

施工実績 あり なし

特許・実用新案

あり 出願中 出願予定 なし

あり 出願中 出願予定 なし

評価等年月日

証明等範囲

　新潟県の公共事業

　他の公共機関

　民間等

　特　許

　実用新案

他の機関による
評価・証明

証明機関

制度名

番号

②計画
　　開発計画は現在のところ無し

番　　号

6件

技術名称 消雪パイプ用節水タイマー 18D2006

①課題
　　量産効果による低価格化



様式２

概要説明書（その５）

※登録№

概要図、写真等

消雪パイプ　地下水　地盤沈下

温度センサー

節水タイマー（本体）

動作概要図

気温制御間欠散水概念図 消雪制御盤への設置状況

技術名称 消雪パイプ用節水タイマー 18D2006

本体

温度計



様式２

概要説明書（その６）

※登録№

施工実績一覧

技術名称 消雪パイプ用節水タイマー 18D2006

工　事　名施工時期

県
外
に
お
け
る
施
工
実
績

上越市

村上市
県
内
に
お
け
る
施
工
実
績

北陸地方整備
局長岡国道事

務所
平成20年10月

消雪パイプ工事　（１台）

区分 発注者 地域機関名

上越市

平成22年1月

消雪パイプ工事　（２台）

消雪パイプ工事　（５台）

消雪パイプ工事　（１台）

阿賀野市 平成17年12月 消雪パイプ工事

平成21年2月

平成20年12月

消雪パイプ工事　（２台）

平成21年10月

村上市



様式２

概要説明書（その7）

※登録№

企業名 Ｅ－mail

k-bandou@kowa-
net.co.jp

新技術提供企業

消雪パイプ用節水タイマー 18D2006

住所 ＴＥＬ ＦＡＸ

技術名称

担当者区分 担当部署

代
表

代
表
以
外

025-281-8833（株）興和 先端技術部 坂東和郎 025-281-8818新潟市中央区新光町６番地１


